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(8)

にしがみついている恭子達も,余 りの恐ろしさに

泣き止まない。どの位の時が経ったのか,汐の引

いた様に静かになったと思ったら,も う我家には

古新聞一枚も残っていなかったのであった。物置

の石炭や薪などは, リヤカーで悠々と運んでいる

のであった。向いも隣りも,その時は官舎中一せ

いに,や られたのであった。家中の物を取りつ く

して尚も飽 くなき掠奪者等は家の廻りを, うろつ

いている。いよいよ私共は無一物になってしまっ

た。これから先どうして生きて行けば良いのか。

私は憤りと腹立ちに胸の中がたぎる様であった。

しうとは唯お念仏を称えて居るだけ,夫は憤然と

して先程までの興奮がさめきらない風で黙りこん

で居るのであった。そこえ向いの乙守さんのおば

あさんが自髪を逆立てて両手にお孫さんの手を引

いて来 られた。奥さん何も彼も取られてしまいま

した。情けないではありませんか。と大声で玄関

で泣かれた。乙守さんは十九年に出征され留守は

此の気丈者のおばあさんが軸になって,守 って来

られたのであったが,此の突然の襲撃に気も転倒

したさまであった。おばあちゃん,う ちもこの有

様よ,今 日から一緒に暮しましようと,奥 さんと

四人のお子さんも私の家に迎えた。もう悲しんで

ばかりは居 られないのである。す ぐ手分けして踏

み荒された官舎の畑を物色して野菜を拾い,物置

きに取り残された漬物を見つけた時等,宝物を堀

りあてた様に嬉 しかった。泣き笑いしながら早速

炊事を始めた。早朝からの騒動に,誰 もお茶一杯

m59特 集号

飲んで居なかった。幸い我家には空襲に備えて,

食糧,衣類等少々床下に埋めていたので,私の心

には未だ余裕があった。家族の一人一人に作って

おいた リュックも今朝夫が外の気配を知ると同時

に押入れの床下に投げ込んだのが残っていたしガ

ランとしたお勝手に鬼の涙のことわりでもあろう

かお釜も残って居て御飯は炊けた。その内に松井

さん一家四人も行き場のないま 我ゝ家の住人とな

った。女子供ばかりでは無用心なので, これまで

我家え親しく出入りして居た若い人三人を夫が寮

え行って連れて来た。急に賑かになって子供達は

無心に駆け廻り総勢十九人の共同生活が始まった

のである。

もうめそめそしている者はなかった。気を取り

直して日本え帰るまでは元気で行こうと云い合っ

たのである。乏しい食糧ながら皆な分け合って,

あの掠奪の朝の物すごかった有様などが笑い話し

に出る様になった。そうした中にも, ロスケは依

然二二人づつで行っては又来た。その時は皆緊張

して黙り込んだが,も う何も取る物のない家の中

に用はなく,女と云っても子供を負ぶって顔は真

黒 くして居たのでナップンと云って ドカ ドカと出

てゆくのであった。私達はその靴音にほっとして

互に顔を見合せて笑ったのであるが,其の顔は鍋

墨をぬりつけた,ま ことに滑稽きわまる顔だった

のである。上層部の方でもたもたして決断しない

為に遂に本局との連絡も断たれ北鮮の日本人は動

きを封じられてしまったのであった。
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